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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムを設定する方法であって、前記照明システムは、少なくとも１つの発光装
置及び機器を含み、前記発光装置は、少なくとも1つのアクチュエータを含み、前記機器
は、光センサ及びユーザインターフェイスを含み、当該方法は、
－前記光センサによって、前記少なくとも１つの発光装置からの、発光データを含む光を
受信するステップと、
－前記機器によって、前記発光データに基づいて前記少なくとも１つの発光装置を識別す
るステップと、
－前記機器によって、前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する発光設定を決定
するステップと、
－前記ユーザインターフェイスを介して、前記決定される発光設定に関する情報を提示す
るステップと、
－前記アクチュエータによって、前記提示される情報に基づき前記少なくとも１つの識別
される発光装置を手動で調整するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
－前記発光データと前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する目標発光データと
の間の差を計算するステップ、
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を有し、前記発光設定を決定するステップは前記差に基づく、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
－前記決定される発光設定に関する情報を前記機器から前記少なくとも１つの識別される
発光装置へ無線送信及び有線送信の群から選択される１つによって送信するステップ、
を含む、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記発光データは発光装置識別コードを含む、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記発光設定は、色、色温度及び強度の群から選択さ
れる少なくとも１つに関する、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、光を受信するステップ、少なくとも１つの発光装置を
識別するステップ、発光設定を決定するステップ、情報を提示するステップ、及び前記少
なくとも１つの発光装置を手動で調整するステップは、少なくとも第１設定反復及び第２
設定反復において実行される、方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの発光装置及び機器を含み、前記発光装置は、少なくとも1つのアクチ
ュエータを含み、前記機器は、光センサ及びユーザインターフェイスを含む、照明システ
ムであって、
－前記光センサによって、前記少なくとも１つの発光装置からの、発光データを含む光が
受信され、
－前記機器によって、前記受信される発光データに基づいて前記少なくとも１つの発光装
置が識別され、
－前記機器によって、前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する発光設定が決定
され、
－前記ユーザインターフェイスを介して、前記決定される発光設定に関する情報が提示さ
れ、
－前記アクチュエータによって、前記提示される情報に基づき前記少なくとも１つの識別
される発光装置が手動で調整される、
照明システム。
【請求項８】
　請求項７に記載の照明システムであって、
－前記受信される発光データと前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する目標発
光データとの間の差が計算され、
－前記発光設定は前記差に基づく、
照明システム。
【請求項９】
　請求項７に記載の照明システムであって、前記少なくとも１つの発光装置のうちの１つ
は受信器を含み、前記機器は、更に、送信器を含み、
－前記決定される発光設定に関する情報は、前記送信器によって前記受信器へ無線送信及
び有線送信の群から選択される１つによって送信される、
照明システム。
【請求項１０】
　請求項７に記載の照明システムであって、前記少なくとも１つの発光装置は、決定され
る発光設定を自動的に受信するいかなる通信手段も有さない、照明システム。
【請求項１１】
　請求項７に記載の照明システムにおいて使用される機器であって、当該機器は、光セン
サ、制御器及びインターフェイスを含み、
－前記光センサによって、前記少なくとも１つの発光装置からの、発光データを含む光が
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受信され、
－前記受信される発光データに基づいて前記制御器によって前記少なくとも１つの発光装
置が識別され、
－前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する発光設定が前記制御器によって決定
され、
－前記ユーザインターフェイスへ、前記少なくとも１つの識別される発光装置を前記アク
チュエータによって手動で調整するために前記ユーザインターフェイスにより提示される
、前記決定される発光設定に関する情報が送信される、
機器。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の機器であって、
－前記受信される発光データと前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する目標発
光データとの間の差が前記制御器によって計算され、
－前記発光設定は前記差に基づく、
機器。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の機器であって、当該機器は、更に、送信器を含み、
－前記決定される発光設定に関する情報は、前記送信器によって前記少なくとも１つの発
光装置のうちの少なくとも１つへ無線送信及び有線送信の群から選択される１つによって
送信される、
機器。
【請求項１４】
　計算機読取り可能記憶媒体に記憶され、処理器によって実行される場合に請求項１乃至
６のいずれか一項に記載の方法を実行する計算機プログラムコードを含む、計算機プログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システムの分野に関し、より具体的には、照明システムを設定する方法
、システム、装置、及びこれらの計算機プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの発光システムは、満足のいく照明環境を生成するために設定を必要とする。この
ような環境の例は、オフィス空間、自宅、公共屋外空間、劇場又は他の娯楽会場、及び小
売店舗などを含む。特に、発光システムが複数の異なる光源を有する場合、このような環
境に関する発光条件を決定するのは、多くの場合煩雑な処理である。したがって、これら
の種類の仕事には、多くの場合、多くの手間を必要とする。
【０００３】
　米国特許出願書類第2002/0043938号は、アドレスを設定するシステム及び方法を開示し
、固有識別子をネットワーク装置から遠隔受信器へ通信し、この固有識別子をこの遠隔受
信器から制御器へ通信し、ネットワークアドレスを生成し、そしてこのネットワークアド
レスを制御器から、固有識別子が元々通信されてきたネットワーク装置へ通信することに
よって、アドレスを設定するシステムに関する。したがって、この参考文献は、ネットワ
ーク装置をネットワークアドレスと関連付けることによってネットワーク装置を設定する
システム及び方法を教示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来技術の多数の不利な点は、本発明を鑑みて特定されている。上述のように、米国特
許出願書類第2002/0043938号は、アドレスを設定するために識別情報を受信するシステム
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及び方法を開示する。しかし、この方法は、装置と制御器の間における専用且つ従来型の
通信チャネルを設定することに依存する。したがって、このような従来型の通信を活用す
ることは、装置側において専用送信器及び制御器側に専用受信器を必要とし、送信器及び
受信器は、無線通信に関して適切なアンテナ又は有線通信に関して適切なソケットのいず
れかを含む。
【０００５】
　したがって、このシステムに関する複雑性及び維持コストは、通信に関する上述の手段
を含むことによって増加される。電波通信などの無線通信は、照明システムが導入される
べき環境において使用される他の電波に基づく設備に悪影響を及ぼす追加的な不利な点を
有する。無線通信は、誤りを起こしやすいことでも知られている。無線通信は、装置及び
制御器のそれぞれ間における不格好なケーブルを必要とするような追加的な不利な点を有
する。これらのケーブルは、適切に位置される必要もある。ケーブルは、システムに関し
て余分なコストをも生じさせる。
【０００６】
　上述のことを鑑みて、本発明の目的は、上述の課題を解決又は少なくとも低減させるこ
とである。一つの目的は、発光システムの初期化及び設定を提供することである。一般的
に、上述の目的は、添付の請求の範囲によって達成される。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって、本発明の第１の態様に従うと、照明システムを設定する方法であって、前
記照明システムは、少なくとも１つの発光装置、機器、及びユーザインターフェイスを含
み、前記機器は、光センサを含み、当該方法は、－前記光センサによって、前記少なくと
も１つの発光装置からの、発光データを含む光を受信するステップと、－前記発光データ
に基づいて前記少なくとも１つの発光装置を識別するステップと、－前記少なくとも１つ
の識別される発光装置に関する発光設定を決定するステップと、－前記ユーザインターフ
ェイスを介して、前記決定される発光設定に関する情報を提示するステップと、－前記提
示される情報に基づき前記少なくとも１つの識別される発光装置を手動で調整するステッ
プと、を含む方法が提供される。
【０００８】
　したがって、このような方法は、上述の特定される不利な点を克服するために、手動な
相互作用に基づく非ネットワーク化発光システムの高度な且つ低コストな初期化及び設定
を可能にする。したがって、照明システムは、オペレータの手動動作によって制御され、
センサ側と発光装置側との間の無線及び有線接続のいずれも、設定を制御するためには必
要とされない。したがって、このことは、低コスト運用及び無線又は有線接続のいずれか
を用いる設定方法に基づくシステムとの後方互換性運用を可能にする。
【０００９】
　前記方法は、更に、前記発光データと前記少なくとも１つの識別される発光装置に関す
る目標発光データとの間の差を計算するステップ、を有し得、前記発光設定を決定するス
テップは前記差に基づき得る。
【００１０】
　したがって、前記方法は、初期値に基づく発光装置に関する発光設定を決定する選択肢
と、システムにおける各個々の発光装置に関する受信及び測定される発光条件に基づく発
光設定を決定する選択肢と、の両方を可能にする。
【００１１】
　前記少なくとも１つの識別される発光装置を手動で調整するステップは、前記少なくと
も１つの識別される発光装置の少なくとも１つのアクチュエータを手動で調整することに
よって実行され得る。
【００１２】
　したがって、１つ以上のディップスイッチ(Dual In-line Package)若しくはキーパッド
によって規定され得る、又は、発光装置へ挿入されるプログラム可能メモリなどの電気的
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又は機械的コンポーネントに記憶される設定を読み取ることによって規定され得るこのよ
うなアクチュエータは、オペレータが、簡単且つユーザフレンドリな形態で少なくとも１
つの発光装置に新しい設定を与えることを可能にする。
【００１３】
　前記ユーザインターフェイスは前記機器に含まれ得る。
【００１４】
　この実施例は、少なくとも１つの発光装置に関する新しい設定を決定し、且つ、同一の
装置に含まれるユーザインターフェイスに設定に関する情報を提示する単一の装置を提供
するという有利な点を有し、これにより、発光システムを設定するのに必要とされる装置
の数を低減させる。
【００１５】
　前記照明システムは、更に、外部計算機を含み、前記外部計算機は、前記ユーザインタ
ーフェイスを含み、当該方法は、更に、前記発光データを前記機器から前記外部計算機へ
送信するステップ、を含み、前記識別するステップ、前記計算するステップ、前記決定す
るステップ及び前記提示するステップは、前記外部計算機によって実行され得る。
【００１６】
　したがって、外部計算機を有することは、外部及び高性能計算ユニットが使用され得る
方法を提供するという追加的な有利な点を生じさせる。ラップトップ計算機又はパーソナ
ルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）などが好ましい外部計算機は、したがって、オペレー
タによって導入及び設定の前段階にもたらされ得る。設定が完了される場合、外部計算機
は取り除かれ得、したがって、導入される発光システムの全体的な複雑性は低減される。
【００１７】
　前記方法は、更に、前記決定される発光設定に関する情報を前記機器から前記少なくと
も１つの識別される発光装置へ無線送信及び有線送信の群から選択される１つによって送
信するステップ、を含み得る。
【００１８】
　したがって、このような方法は、有線／無線通信能力を有する及び有さない照明装置の
両方が同一の照明システムに共存する状況を可能にする。このような状況において、機器
は、したがって、有線／無線通信能力をも具備され得る。したがって、この機器は、有線
／無線接続を介して機器へ動作可能に接続される発光装置及び上述のような手動相互作用
を介して他の発光装置を制御し得、したがって、高度な照明器具初期化及び設定の後方互
換性及び低コスト実施化の両方を可能にする。
【００１９】
　前記発光データは発光装置識別コードを含み得る。
【００２０】
　したがって、このような識別コードを用いることは、発光システムにおける各個々の発
光装置を固有に識別する手段を提供するという追加的な有利な点を与える。発される光に
発光装置識別コードを埋め込ませることは、ネットワークアドレスなどの識別用の個別の
手段、又は、アンテナ若しくはネットワークソケットなどの識別子を送信／受信するため
の個別の手段は必要とされないという追加的な有利な点を提供する。
【００２１】
　前記発光設定は、色、色温度及び強度の群から選択される少なくとも１つに関し得る。
【００２２】
　したがって、提案される方法は、特定の数の発光特性を識別すること及び測定すること
を可能にする。
【００２３】
　光を受信するステップ、少なくとも１つの発光装置を識別するステップ、発光設定を決
定するステップ、情報を提示するステップ、及び前記少なくとも１つの発光装置を手動で
調整するステップは、少なくとも１つの第１設定反復と第２設定反復とにおいて実行され
得る。
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【００２４】
　したがって、発光システムの設定に関して提案されるステップは、必要である場合反復
され得る。この実施例は、新しい発光条件が得られる前に１回より多くの設定反復を必要
とし得る、大規模・高度複雑性発光システムに関して好ましくあり得る。ここで提案され
る多重反復は、センシングにおける制限される精度により、データの手動転送における制
限される解決法により、必要とされ得る。例えば、ディップスイッチインターフェイスを
用いて64ビット値を照明器具へ転送することは可能であり得ない。手順は、例えば、第１
段階において、強度の最上位ビットが設定され、続くステップにおいて、最後の繰り返し
において最下位ビットが制御されるまで、次のビットの群が設定されるようにされ得る。
【００２５】
　本発明の第２の態様に従うと、少なくとも１つの発光装置、機器、及びユーザインター
フェイスを含む照明システムであって、前記機器は、光センサを含み、－前記光センサに
よって、前記少なくとも１つの発光装置からの、発光データを含む光が受信され、－前記
受信される発光データに基づいて前記少なくとも１つの発光装置が識別され、－前記少な
くとも１つの識別される発光装置に関する発光設定が決定され、－前記ユーザインターフ
ェイスを介して、前記決定される発光設定に関する情報が提示され、－前記提示される情
報に基づき前記少なくとも１つの識別される発光装置が手動で調整される、照明システム
が提供される。
【００２６】
　したがって、照明器具システムを設定する方法は、このような発光システムにおいて実
現され得る。
【００２７】
　当該照明システムは、更に、外部計算機を含み、前記外部計算機は、前記制御器を含み
、前記識別、前記計算、前記決定及び前記提示は、前記外部計算機の前記制御器によって
実行され、前記ユーザインターフェイスは前記計算機に含まれ得る。記機器は、更なるユ
ーザインターフェイスを含み得、前記決定される発光設定に関する情報は前記更なるユー
ザインターフェイスによって提示される。
【００２８】
　前記少なくとも１つの発光装置のうちの１つは受信器を含み、前記機器は、更に、送信
器を含み、前記決定される発光設定に関する情報は、前記送信器によって前記受信器へ無
線送信及び有線送信の群から選択される１つによって送信され得る。代替的に、前記少な
くとも１つの発光装置は、決定される発光設定を自動的に受信するいかなる通信手段も有
さなくあり得る。
【００２９】
　本発明の第３の態様に従うと、照明システムの設定に関する機器であって、当該機器は
、光センサ及び制御器を含み、－前記光センサによって、前記少なくとも１つの発光装置
からの、発光データを含む光が受信され、－前記受信される発光データに基づいて前記制
御器によって前記少なくとも１つの発光装置が識別され、－前記少なくとも１つの識別さ
れる発光装置に関する発光設定が前記制御器によって決定され、－前記ユーザインターフ
ェイスへ、前記決定される発光設定に関する情報が送信される、照明システムが提供され
る。
【００３０】
　したがって、照明器具システムを設定する方法は、このような機器を用いることによっ
て実現され得る。
【００３１】
　前記機器は、更に、前記ユーザインターフェイスを含み得、前記情報は、前記ユーザイ
ンターフェイスを介して提示され得る。
【００３２】
　前記受信される発光データと前記少なくとも１つの識別される発光装置に関する目標発
光データとの間の差は、前記制御器によって計算され得、前記発光設定は前記差に基づき
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得る。
【００３３】
　当該機器は、更に、送信器を含み、前記決定される発光設定に関する情報は、前記送信
器によって前記少なくとも１つの発光装置のうちの少なくとも１つへ無線送信及び有線送
信の群から選択される１つによって送信され得る。
【００３４】
　本発明の第４の態様に従うと、計算機読取り可能記憶媒体に記憶され、処理器によって
実行される場合に上述の実施例ののいずれかに記載の方法を実行する計算機プログラムコ
ードを含む、計算機プログラムが提供される。
【００３５】
　したがって、このような計算機プログラムは、提案される方法が、ラップトップ計算機
又はパーソナルデジタルアシスタントなどの外部計算機にダウンロードされ、インストー
ルされ、そして実行されることを可能にする。
【００３６】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下に記載の実施例から明らかであり、これらを参照
にして説明される。
【００３７】
　全般的に、請求項で使用される全ての用語は、本文書において明示的に規定される場合
を除いて技術分野における通常の意味に従い解釈されるべきである。「要素、装置、コン
ポーネント、手段、ステップなど」への言及の全ては、本文書において明示的に規定され
る場合を除いて、前記要素、装置、コンポーネント、手段及びステップの少なくとも１つ
を言及するものとして公然と解釈されるべきである。上述のいかなる方法のステップも、
明示的に規定されなければ、開示される正確な順序で実行される必要はない。
【００３８】
　本発明の他の特徴及び有利な点は、添付の図面を参照にして、現時点で好ましい実施例
の以下の詳細な説明から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１ａ】図１（ａ）は、一つの実施例に従う照明システムを示す。
【図１ｂ】図１（ｂ）は、一つの実施例に従う照明システムを示す。
【図１ｃ】図１（ｃ）は、一つの実施例に従う照明システムを示す。
【図１ｄ】図１（ｄ）は、一つの実施例に従う照明システムを示す。
【図２ａ】図２（ａ）は、一つの実施例に従う発光装置を示す。
【図２ｂ】図２（ｂ）は、一つの実施例に従う発光装置を示す。
【図２ｃ】図２（ｃ）は、一つの実施例に従うアクチュエータを示す。
【図２ｄ】図２（ｄ）は、一つの実施例に従う機器を示す。
【図２ｅ】図２（ｅ）は、一つの実施例に従う機器を示す。
【図２ｆ】図２（ｆ）は、一つの実施例に従う機器を示す。
【図３ａ】図３（ａ）は、一つの実施例に従う方法に関するフロー図を示す。
【図３ｂ】図３（ｂ）は、一つの実施例に従う方法に関するフロー図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明は、添付の図面を参照にして以下においてより完全に記載され、この場合、本発
明の特定の実施例が示される。しかし、本発明は、多くの異なる形態で実施化され得、本
文書で開示される実施例に制限されるように解釈されるべきではなく、むしろ、これらの
実施例は、例として提供されており、これにより、本開示が、完全であり、当業者にとっ
て本発明の範囲を完全に伝えるようにされる。同様な参照符号は、全般にわたり同様な要
素を参照する。
【００４１】
　図１（ａ）は、本発明が直ちに適用され得る照明システム１００を示す。「照明（器具
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）」という用語は、部屋における対象物を照らす目的に関して、部屋において光を提供す
るために使用される装置を意味することを特記されるべきである。このような光供給装置
の例は、発光装置及び光源を含む。部屋はこの文脈において一般的にアパートの部屋若し
くはオフィスの部屋、ジムホール、公共の場の部屋、又は街路の一部などの屋外環境の一
部である。したがって、照明器具は、例えば、テレビ又は携帯電話用のビデオプロジェク
タ又はバックライトなどではない。
【００４２】
　照明器具システム１００は、少なくとも一つの装置１０２を含む。光源としても記され
得る各発光装置１０２は、光を発する。図１（ａ）の例において、システム１００は、３
つのこのような発光装置１０２を含む。明確性に関して、３つの発光装置のうちの１つの
みが、図１（ａ）において参照符号と関連付けられている。各発光装置１０２は、例えば
、発光の色、色温度、及び強度などのある数の発光設定と更に関連付けられ得る。図１（
ａ）における各発光装置１０２に関する発光設定は、オペレータ１１４によって手動で調
整され得る。
【００４３】
　当該システムは、更に、少なくとも１つの発光装置１０２によって発される光を検出す
る機器１０４を含む。図２（ｄ）－（ｆ）を参照して以下に説明されるように、機器は、
好ましくは、前記光を検出する光センサ２１４を含むように構成される。
【００４４】
　システムは、ユーザインターフェイス１０６をも含む。図１（ａ）に開示される実施例
において、ユーザインターフェイス１０６は、点線で記される機器１０４に含まれる。し
かし、以下に更に記載されるように、ユーザインターフェイス１０６は、機器１０４から
も分離され得る。
【００４５】
　図１（ａ）の一般的な状況において、機器１０４の光センサ２１４は、１つ以上の発光
装置１０２によって発される光を検出する。光は、発光の色、発光の色温度及び発光の強
度などの、光の特性と関連付けられ得る発光データを含み得る。発光データは、更に、固
有発光装置識別コードと関連付けられ得る。例えば、このような識別コードは、パルス幅
変調コードとして実現され得る。第２の実施例として、識別コードは、符号分割多重アク
セス方式を用いることによって実現され得る。識別コードの実現に関する他の実施例は当
業者に知られていることを理解されるべきである。
【００４６】
　機器１０４は、更に、前記少なくとも１つの発光装置１０２の群から個別の発光装置１
０２を識別するように構成される。例えば、センサは、検出される光が発生する物理的方
向を検出することが可能であり得る。これらの物理的方向は、発光装置１０２から発生す
る光を示す、矢印１０８によって概略的に図１に示される。第２の実施例として、個別の
発光装置１０２は、前記発光装置識別コードによって識別され得、前記発光装置識別コー
ドは、上述されるように、発光装置１０２の発光の寄与分に埋め込まれ得る。各個別の発
光装置１０２は固有発光装置識別コードと関連付けられるので、各個別の発光装置１０２
は、識別され得る。
【００４７】
　識別される発光装置１０２に関する発光設定は、その後、決定される。次においてより
詳細に説明され得るように、これらの設定は、初期設定によって、又は、目標発光データ
と受信光を比較することによって決定される。
【００４８】
　一つの実施例に従うと、識別される発光装置１０２は、初期発光設定と関連付けられる
。この状況の１つの例示的な状況は、新しく導入される発光システムの初期設定である。
例えば、計算機シミュレーション、導入の前の実際の測定、又は他の適した前提などによ
って決定される初期設定は、その後、各識別される発光装置に関してオペレータへ直接提
示され得る。したがって、このような実施例に関して、発光装置は識別される必要がある
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のみであり、発光の他のパラメータに関する発光データは、センサ２１４によって考慮さ
れる必要はない。
【００４９】
　一つの実施例に従うと、機器１０４の光センサ２１４は、異なる検出され及び識別され
る発光装置の寄与分の強さを推定し得る。強さは、例えば、発光の色、発光の色温度、及
び発光の強度に関し得る。強さは、これらの特性のうちの一つ又はこれらの特性のうちの
いくつかの組合せに関し得る。これらの測定結果を、ユーザ入力又は標準設定として規定
される目標発光データと比較することによって、異なる発光装置１０２に関する発光設定
が決定され得、この場合、ユーザ入力又は標準設定は、例えば、所要な色、色温度及び／
又は強度などに関する。目標発光データは、したがって、理想的な設定に関する場合に検
出される光を規定する発光データと関連付けられる。
【００５０】
　比較は、好ましくは、識別される発光装置の受信光と、目標発光データとの間の差を計
算するなどの関連性を決定することによって実施化され得る。
【００５１】
　決定される発光設定は、その後、ユーザインターフェイス１０６を介して情報を提示す
ることによってオペレータ１１４へ伝えられる。図１（ａ）において、この提示は、矢印
１１０によって示される。
【００５２】
　図２（ｅ）－２（ｆ）に関連させて更に説明され得るように、ユーザインターフェイス
１０６は、ディスプレイ及び／又は音声発生器を含み得る。例えば、ユーザインターフェ
イスがディスプレイを含む場合、情報は、このディスプレイにおいてテキスト及び画像の
組合せとして提示され得、ユーザインターフェイスがスピーカなどの音声発生器を含む場
合、情報は、合成音声メッセージとして提示され得る。
【００５３】
　この提示される情報に基づき、オペレータ１１４は、手動の相互作用によって発光装置
１０２の設定を手動で調整し得る。図１（ａ）において手動調整は、矢印１１２によって
示される。
【００５４】
　この手動相互作用は、異なる手法で実施され得る。第１の例として、手動相互作用は、
例えば、１つ以上のディップスイッチ(Dual In-line Package)を切り替えることによって
、又は、前記発光装置１０２のキーパッドを用いて設定を入力することによって、発光装
置１０２に含まれるアクチュエータ２０４などのユーザ相互作用制御インターフェイスの
設定を手動で調整することによって達成され得る。当業者にとって知られているように、
このようなディップスイッチは、他の電子コンポーネントとともにプリント基板において
使用されるように設計され得、特定の状況に関して電子装置の振る舞いをカスタマイズす
るために一般的に使用される。
【００５５】
　第２の例として、外部装置が、発光装置１０２に挿入される、又は発光装置１０２へ接
続され得る。外部装置は、発光装置１０２の異なる設定に対応する値を有する、例えば抵
抗器などの、電気的又は機械的コンポーネントを有し得る。すなわち、第１及び第２抵抗
器値とそれぞれ関連付けられる第１及び第２抵抗器を考慮されたい。更に、設定が第１レ
ベル及び第２レベルに対応し、第１レベルが第２レベルより低いことを考慮されたい。第
１抵抗器の抵抗器値が第２抵抗器の抵抗器値より大きい場合を仮定すると、第１抵抗器は
、設定の低い方の値に対応し、第２抵抗器は、設定のより高い方の値に対応する。したが
って、低い方の設定レベルは、第１抵抗器値を有する装置を挿入することによって選択さ
れ得、逆も同様である。
【００５６】
　設定は、オペレータ１１４によって発光装置１０２においてメモリ又はプログラム可能
装置を挿入することによっても手動で調整され得、このメモリ又はプログラム可能装置は
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、プログラムされている、及び／又は、そこの記憶される情報を機器１０４によって決定
されるようにさせる。
【００５７】
　更なる例に従うと、オペレータ１１４は、例えば、シリアル又はＵＳＢ(Universal Ser
ial Bus)インターフェイスなどによって、発光装置１０２が新しい設定を提供されるべき
時毎に、機器１０４を発光装置１０２へ手動で接続し得る。
【００５８】
　例えば、機器１０４は、この場合、オペレータがいつ手動で機器１０４を発光装置１０
２へ接続するべきかを知るために、いつ新しい設定が決定されたかをオペレータへ示し得
、これにより、新しい設定が機器１０４から発光装置１０２へ送信されるようにされる。
この提示は、機器１０４によって提供される音声信号によって又は光信号によって、ユー
ザインターフェイス１０６を介して注意メッセージを提示することによって実現され得る
。
【００５９】
　本発明が直ちに適用され得る別の実施例に従う照明器具システム１１６は、図１（ｂ）
に示される。図１（ａ）に示されるように、照明器具システム１１６は、１つ以上の発光
装置１０２及び機器１０４を含み、このシステム１１６において、１つ以上の発光装置１
０２は、オペレータ１１４によって手動で調整可能である。図１（ｂ）の例示的な照明器
具システム１１６は、更に、携帯型外部計算機１２２を含む。携帯型外部計算機１２２は
、ラップトップ計算機、又はＰＤＡ（パーソナルデジタルアシスタント）などであり得る
。当業者に知られているように、外部計算機１１０は、様々な計算を実行するのに適した
制御器、及び情報を提示するのに適したユーザインターフェイスを含む。
【００６０】
　図１（ａ）に示されるように、機器１０４は、有利には、少なくとも１つの発光装置１
０２からの光１０８を検出することが可能である光センサを含む。しかし、図１（ａ）の
照明器具システム１００とは対照的に、検出される発光データは外部計算機１２２へ送信
される。
【００６１】
　このような送信を可能にするために、機器１０４は送信器１１８を具備され、外部計算
機は、受信器を具備される。送信１２０は、例えばブルートゥース（登録商標）、IEEE 8
02.11x、ＵＳＢ接続及び当業者に知られるようなものなどの標準通信プロトコルを用いて
有線又は無線であり得る。
【００６２】
　外部計算機１２２の制御器は、機器１０４のセンサによって提供される情報に基づいて
、前記少なくとも１つの発光装置１０２の群から個別の発光装置１０２を識別するように
構成され得る。制御器は、測定発光データを目標発光データと比較するように更に構成さ
れ得、これにより、異なる発光装置１０２に関する発光設定をも決定し得る。しかし、こ
れらの１つ以上のステップは、機器１０４に含まれ得ることを特記されるべきである。
【００６３】
　したがって、外部計算機１２２は、発光装置１０２に関する発光設定を決定する高性能
計算装置を用いることを可能にする。このことは、機器１０４に関連付けられる計算リソ
ースが大いに低減され得ることを意味する。
【００６４】
　計算される発光設定は、この場合、外部計算機１２２に含まれるユーザインターフェイ
スを介して情報を提示することによってオペレータ１１４へ伝達され得る。図１（ｂ）に
おいて、この提示は、矢印１１０によって示される。この提示される情報に基づいて、オ
ペレータ１１４は、手動相互作用により発光装置の設定を手動で調整し得る。図１（ｂ）
において、手動調整は、矢印１１２によって示される。
【００６５】
　適切な手順は、ラップトップ計算機が、発光システムの導入に関して、照明導入者又は
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オペレータによって持ち込まれる状況であり得る。導入後に、ラップトップ計算機は、シ
ステムにおいてもはや必要とされない。
【００６６】
　図１（ｃ）は、照明器具システム１２４の別の実施例を示す。図１（ａ）に示されるよ
うに、図１（ｃ）の照明器具システム１２４は、少なくとも１つの発光装置１０２及び機
器１０４を含み、このシステム１２４において、１つ以上の発光装置１０２は、オペレー
タ１１４によって手動で調整される。図１（ｃ）の照明器具システム１２４において、機
器１０４は、例えば、ディスプレイ又はスピーカなどとして実現されるユーザインターフ
ェイス１０６を含み、このユーザインターフェイス１０６は、第１オペレータ１２４へ情
報を提示し得、この情報は、少なくとも１つの発光装置１０２からの検出される発光デー
タを含む。この提示は、図１（ｃ）において矢印１１０により示される。矢印１２６によ
って概略的に示されるように、ユーザインターフェイス１０６を介して提示される発光デ
ータは、その後、オペレータ１２４により外部計算機１２２へ手動で提供され得る。
【００６７】
　外部計算機１２２の制御器は、機器１０４のセンサによって提供される情報に基づき、
前記少なくとも１つの発光装置１０２の群から個別の発光装置１０２を識別するように構
成され得る。制御器は、更に、測定される発光データを目標発光データと比較し、そして
これにより異なる様々な発光装置１０２に関する発光設定を決定するようにも構成され得
る。しかし、これらのステップ１つ以上は、機器１０４含まれ得ることを特記されるべき
である。
【００６８】
　計算される発光設定は、その後、外部計算機１２２に含まれるユーザインターフェイス
を介して情報を提示することによってオペレータ１１４へ伝達され得る。図１（ｂ）にお
いて、この提示は、矢印１２８によって示される。この提示される情報に基づき、オペレ
ータ１１４は、手動相互作用により発光装置の設定を手動で調整し得る。図１（ｃ）にお
いて、手動調整は、矢印１１２により示される。
【００６９】
　このような手順に従う照明器具システム１２４は、したがって、機器１０４及び外部計
算機１２２のいずれもが適切な通信インターフェイスを有さない場合に対処し得る。機器
１０４及び外部計算機１２２の両方が通信手段を有するが、共通の通信プロトコルが用い
られ得ない場合にも同様であり得る。
【００７０】
　図１（ｄ）は、照明器具システム１３０の別の実施例を示す。図１（ａ）におけるよう
に、図１（ｄ）の照明器具システム１３０は、少なくとも１つの発光装置１０２・１３６
及び機器１０４を含み、このシステム１３０において、少なくとも１つの発光装置１０２
は、オペレータ１１４によって手動で調整される。図１（ｄ）の照明器具システム１３０
において、機器１０４は、アンテナなどの通信手段１３２を具備される。また、少なくと
も１つの発光装置１０２・１３６のうちの少なくとも１つ１３６は、アンテナなどの通信
手段１３８を具備される。
【００７１】
　機器１０４と少なくとも１つの発光装置１０２・１３６のうちの少なくとも１つ１３６
との間の通信は、これにより可能にされる。図１（ｄ）において開示される例示的な手順
において、機器１０４及び発光装置１３６は、アンテナを具備されており、これらの構成
要素間の無線通信が示されている１３４。しかし、通信は有線でもあり得ることを特記さ
れる。
【００７２】
　図１（ａ）のように、機器１０４は、少なくとも１つの発光装置１０２・１３６より発
せられる光に関する発光設定を検出、識別及び決定する。機器１０４に接続される少なく
とも１つの発光装置１０２・１３６のうちの少なくとも１つ１３６に関して、決定される
設定は、接続される発光装置１３６へ直接的及び自動的に転送され得る。機器１０４へ動
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作可能に接続される発光装置１０２に関して、オペレータ１１４は、図１（ａ）－（ｃ）
を参照して説明される方法のいずれかにより発光装置１０２の設定を手動で調整する。
【００７３】
　図２（ａ）は、図１（ａ）－（ｄ）の少なくとも１つの発光装置１０２のうちの１つで
あり得る発光装置２０２を示す。発光装置２０２は、放射状の線２０３により概略的に示
される光を発する。発される光は、発光の色、発光の色温度、及び発光の強度などの光の
特性と関連付けられ得る発光データを含む。発光データは、更に、固有発光装置識別コー
ドと関連付けられ得る。このような識別コードは、パルス幅変調として、又は符号分割多
重アクセス方式を用いて、実施化され得る。発光装置２０２は、更に、手動のユーザ設定
を受けるアクチュエータ２０４を含む。
【００７４】
　図２（ｂ）は、有線又は無線通信を可能にする通信手段２０６を更に含む、図２（ａ）
におけるような発光装置２０２を示す。例えば、通信手段２０６は、アンテナにより、Ｕ
ＳＢインターフェイスにより、又はネットワークインターフェイスにより、実現され得る
。
【００７５】
　図２（ｃ）は、図２（ａ）又は図２（ｂ）の発光装置２０２のアクチュエータ２０４な
どの、アクチュエータ２０４を示す。図２（ｃ）において、アクチュエータ２０４は、２
つのディップスイッチ２０８・２１０によって実施化されている。すなわち、ディップス
イッチ２０８・２１０を手動で設定することにより、発光装置２０２は、手動で調整され
得る。
【００７６】
　図２（ｄ）は、図１（ａ）の機器１０４などの機器２１２を示す。機器２１２は、好ま
しくは光センサである、センサ２１４を含む。したがって、センサ２１４は、図２（ａ）
の発光装置２０２などの少なくとも１つの発光装置から生じる光を受け取ることが可能で
ある。当業者にとって知られているように、センサ２１４は、入来する受信光を電気信号
へ変換し、この信号は、その後、更なる分析に関して計算手段へ転送され得る。制御器又
は処理器などにより実施化され得るこのような計算手段は、機器２１２に含まれ得る。更
なる分析は、測定される入来光を、ユーザ入力又は標準設定などにより規定される目標発
光データと比較し、発光装置に関する新しい発光設定を決定することを含み得る。
【００７７】
　図２（ｅ）は、図２（ｄ）におけるように、ユーザインターフェイス２１６を更に含む
機器２１２を示す。このようなユーザインターフェイス２１６を介して、機器２１２は、
決定される発光設定に関する情報を提示し得る。ユーザインターフェイス２１６は、ディ
スプレイ又はスピーカにより実現され得る。
【００７８】
　図２（ｆ）は、図２（ｅ）におけるように、１つ以上の発光装置との無線又は有線通信
を可能にする、通信手段２１８を更に含む装置２１２を示す。例えば、通信手段２１８は
、アンテナ、ＵＳＢインターフェイス、又はネットワークインターフェイスにより実施化
され得る。
【００７９】
　図３（ａ）－（ｂ）は、異なる様々な実施例による図１（ａ）－（ｄ）に示されるよう
な照明器具システムを設定する方法に関するフロー図を示す。少なくとも１つの発光装置
１０２・１３６・２０２、センサ２１４及びユーザインターフェイス１０６・２１６を含
む機器１０４・２１２は、照明器具システムにおいて設けられて適切に導入されていると
仮定される。ステップ３０２において、光１０８が少なくとも１つの発光装置からセンサ
によって受け取られる。この光は、発光データを含み、発光データは、発光装置識別コー
ドを含み得る。
【００８０】
　発光データに含まれる情報を使用することによって、少なくとも１つの発光装置は、ス
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テップ３０４において、識別され得る。少なくとも１つの発光装置に関する発光設定は、
その後、ステップ３０６において決定される。発光設定は、初期設定であり得る、又は、
発光設定は、受信発光データに基づき決定され得、発光設定は、色、色温度、及び強度の
群から選択される少なくとも１つに関連し得る。ステップ３０８において、決定される発
光設定に関する情報は、ユーザインターフェイスを介して提示される。ユーザインターフ
ェイスは、機器に又は外部計算機に含まれ得る。
【００８１】
　少なくとも１つの識別される発光装置は、その後、提示される情報を観察し使用する、
オペレータなどによって、手動で調整され得る。オペレータは、少なくとも１つの識別さ
れる発光装置の少なくと１つのアクチュエータを手動で調整することによって少なくとも
１つの発光装置を手動で調整し得る。
【００８２】
　一つの実施例に従うと、前記方法は、更に、前記発光データと前記少なくとも１つの識
別される発光装置に関する目標発光データとの間の差を計算するステップ３１４、を有し
得る。この場合、前記発光設定を決定するステップは前記差に基づく。
【００８３】
　前記照明システムは、更に、外部計算機を含み得、前記外部計算機は、前記ユーザイン
ターフェイスを含み得る。この場合、当該照明システムを設定する方法は、更に、前記発
光データを前記機器から前記外部計算機へ送信するステップ３１２、を含み得る。前記識
別するステップ、前記計算するステップ、前記決定するステップ及び前記提示するステッ
プは、この場合、前記外部計算機によって実行され得る。
【００８４】
　前記方法は、更に、前記決定される発光設定に関する情報を前記機器から前記少なくと
も１つの識別される発光装置へ無線送信及び有線送信の群から選択される１つによって送
信するステップ３１６、を含み得る。
【００８５】
　一つの実施例に従うと、前記方法は、更に、少なくとも、光を受信するステップ３０２
、識別するステップ３０４、設定を決定するステップ３０６、情報を提示するステップ３
０８、及び手動で調整するステップ３１０を、第１設定反復と第２設定反復とにおいて繰
り返すステップ３１８を含み得る。この反復工程は、光データを送信するステップ３１２
、差を計算するステップ３１４、及び情報を送信するステップ３１６のうちの少なくとも
１つをも含み得る。この実施例において、識別情報は、オペレータが１つの反復周期にお
いて設定を手動で調整した後にのみ、少なくとも１つの発光装置から送信され得る。
【００８６】
　本発明は、いくつかの実施例を参照して主に上述されてきた。しかし、当業者によって
直ちに理解され得るように、上述される以外の他の実施例も、添付の請求項により規定さ
れる本発明の範囲内において等しく可能である。
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